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１ 調査名称：浦安市ＬＲＴ導入可能性検討調査 

 

 

２ 調査主体：浦安市 

 

 

３ 調査圏域：浦安市内 

 

 

４ 調査期間：平成１９年度 

 

 

５ 調査概要： 
本市の公共交通は、東京メトロ東西線浦安駅、ＪＲ京葉線新浦安駅、舞浜駅の

鉄道３駅を中心として、市内各地を結ぶ路線バスやコミュニティバスなどによっ
て公共交通網が形成され市民の日常生活を支えている。 
一方で、モータリゼーションによる幹線道路の渋滞対策、路線バスの定時性確

保や輸送密度の問題、ＣＯ2排出量の増加による地球温暖化等の地球環境の悪化や、
今後急速に増加する高齢社会の進展などによる移動制約者のモビリティの確保が
課題となっている。 
こうした状況のなか、浦安市がこれからのまちづくりを展開していく上で、本

市の公共交通のあり方についての検討を行い、ＬＲＴ等を基幹的な交通軸として
導入することについての可能性を調査検討する。 
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＜調査成果＞ 

 

１ 調査目的 
本市の公共交通は、東京メトロ東西線浦安駅、ＪＲ京葉線新浦安駅、舞浜駅の鉄道３駅を

中心として、市内各地を結ぶ路線バスやコミュニティバスなどによって公共交通網が形成さ

れ市民の日常生活を支えている。一方で、モータリゼーションによる幹線道路の渋滞対策、

民間路線バスの定時性確保や輸送密度の問題、ＣＯ2 排出量の増加による地球温暖化等の地

球環境の悪化や、今後急速に増加する高齢社会の進展などによる移動制約者のモビリティの

確保が課題となっている。 

こうした状況のなか、浦安市がこれからのまちづくりを展開していく上で、本市の公共交

通のあり方についての検討を行い、ＬＲＴ等を基幹的な公共交通軸として導入することにつ

いての可能性を調査検討する。 

 

 

２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

４．将来像の設定 

 ①総合交通体系の基本的な考え方 

 ②公共交通整備の基本方針 

③公共交通のあり方 

１．市の現状の把握 
①市の人口等の概要 

②交通の現況 

③環境の現況 

５．今後の検討課題の整理 

２．上位計画の整理 

３．総合交通体系に関する課題の整理 

検討懇談会 

 
 
 

第１回 
現況と課題 
 ＋将来像 

 （骨子案） 
 
 

 
 
第２回 

将来像と検
討課題 
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３ 調査圏域図 

 

 

東京メトロ東西線浦安駅 

首都高速湾岸線・国道３５７号 

至東京 

至千葉 

至千葉 

至東京 

東京湾

東京都

 調査範囲   

ＪＲ京葉線舞浜駅 

ＪＲ京葉線新浦安駅 

浦安インターチェンジ 
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４ 調査成果 

１．総合交通体系の基本的な考え方 
ＬＲＴを含む公共交通体系整備の前提となる総合交通体系のあり方をまとめる。 

（１）取組みの視点 
交通体系の整備にあたっては、本市が有する特色を活かした魅力的な交通体系を確保

することが重要であり、以下の視点により取り組むものとする。 

 

 

・浦安市の都市計画道路の整備率は約 82％と高く、また、４車線以上の広幅員の道路が拠

点間をネットワークしており、道路空間のストックは他都市と比べて充実しているとい

える。特に、シンボルロードは幅員 50m の幅員を有し、本市の景観軸を形成している。 

・これらの道路空間を有効に活用し、歩行者・自動車、公共交通、自動車の各々の交通手

段が快適に移動できるようにすることが必要であるが、今後の高齢社会の進展などを考

慮すると、安心して歩くことのできる歩行者空間の確保、公共交通の利便性や快適性向

上のための空間活用が重要になる。 

・このため、道路空間の再配分（自動車の空間を歩行者・自転車や公共交通の空間に転換

する等）や、公共交通の優先化（バス専用レーン等）などにより、より快適な交通空間

の確保を目指す。 

 

 

・浦安市は、埋め立てによって市域が拡大されてきた経緯などから、土地利用が比較的に

明確に区分されており、駅周辺などの商業業務地区、シビックセンター地区、臨海部の

工業地区、アーバンリゾート地区、住宅地区などの集積がある。これらの土地利用ごと

に、通勤・通学、業務、買い物などの交通需要特性が異なることから、その特性を考慮

して、効率的な交通ネットワークを形成することが必要である。 

・このため、土地利用のまとまった地区内での移動や、地区間や地区と鉄道駅間などの移

動に対して、その移動距離や交通が発生する時間特性などを考慮し、最も望ましい交通

手段、ルートなどを確保する。 

 

 

・元町、中町、新町の各々の地区は、まちが形成されてきた経緯が異なることから、各々

に特色のある町並みが形成されている。また、市民に潤いをもたらすアメニティ空間と

しての公園、海辺、境川沿いの空間など、市内には魅力的な空間が多い。これらの空間

を市民が身近に感じられるとともに、アーバンリゾートの観光客にもアピールできるよ

うにすることにより、本市の魅力がより高まるものと考えられる。 

・このため、地域間の移動などについては、運行サービス面だけでなくデザインなどを含

め、市民や来街者が魅力的と感じるような交通手段を確保し、地域間の移動の活発化、

交流の活性化につなげる。 

①広幅員の幹線道路ストックを活かす 

②土地利用の集積を考慮する 

③地域間の交流活性化につなげる魅力の創出 
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（２）交通体系整備の方向性 

上記の取組みの視点を踏まえるとともに、現状の課題への対応及び高齢社会や環境問題な

どの社会動向への対応を考慮し、本市の交通体系を次のような方向で取り組むものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まちづくり推進上の課題】 

①高齢者など移動制約者のモビリティ確保 

②地球環境に配慮したまちづくりへの対応 

③商業等の活力低下 

【総合交通体系上の課題】 

①市内の拠点間移動のアクセス改善 

②国道 357 号や浦安駅周辺での渋滞解消 

③浦安駅での交通結節機能の向上 

【取組みの視点】 

・広幅員の幹線道路ストックを活かす 

・土地利用の集積を考慮する 

・地域間の交流活性化につなげる魅力の創出 

①交通利便性に優れた公共交通の充実 

●既存の公共交通の強化・充実 

●新たな公共交通の導入 
●浦安駅の交通機能強化 

●バリアフリー対策の推進 

②安全・快適な自転車環境の推進 

 ●自転車駐車場の整備 
 ●海辺や河川沿いの緑地用地などを活

用した自転車ネットワークの形成 

  

③快適な歩行者ネットワークの整備 
 ●バリアフリー歩行ネットワーク整備 

 ●狭隘道路や通学路など地区内ネット

ワークの整備 

⑤市民・交通事業者・行政の連携・協働による交通体系の実現 

 ●適正な役割分担にもとづく取組み 

【総合交通体系の方向性】 

④自動車交通の円滑化 
 ●都市計画道路の整備や舞浜交差点の

立体交差化などによる渋滞解消 

  



6 

（３）基本方針 
 

 

・浦安市の公共交通は全般的に交通利便性が優れているが、新町地域やアーバンリゾート

の開発進展などにより、今後も公共交通に対する移動ニーズが高まることが予想される。 

・高齢者人口は今後急速に増加することが予想されている中で、市内の快適な移動を支援

するため、既存の鉄道や路線バスなどの公共交通サービスの強化・充実を図っていくと

ともに、ＬＲＴ等新たな公共交通システムの導入について検討を進める。 

・また、浦安駅の交通結節点の強化に努めるとともに、駅やバスなどの公共交通について

は、高齢者・障がい者など誰もが利用しやすくなるようにバリアフリー化を進める。 

 

 

 

・浦安市の市域は４km 四方とコンパクトで居住地から市内の３駅までの距離も近く、

また、地形も平坦であるため、自転車による移動が容易な環境である。 

・駅周辺地区での公有地や民有地を活用した自転車駐車場の整備や、海辺や河川沿い

の緑地用地などを活用した自転車ネットワークの形成により、自転車を利用しやす

い空間づくりを推進する。 

 

 

 

・浦安市では、浦安駅周辺地区を対象に交通バリアフリー法に基づき、駅周辺での歩

行空間の整備等が進めているが、確実に到来する高齢社会への対応などの観点から

全市的に拡大し、誰もが安全・安心に移動できるような歩行環境を確保する。 

・また、元町地域では幅員の狭い道路など、自動車と歩行者が輻輳する市街地を形成

しているため、狭隘道路や通学路など地区内歩行者ネットワークの整備により安全

性・快適な歩行空間の向上を図る。 

 

 

 

・通過交通の市内流入を抑制し、市内交通の円滑な走行を確保するため、（都）堀江東

野線など一部に残る都市計画道路や、舞浜交差点の立体交差化などにより交通渋滞

の緩和を図る。 

 

 

 

・交通体系の利用者、主役は市民であることから、市民を始めとして、交通手段の提

供側である交通事業者、行政の各々がその役割を果たし、相互の理解と協力によっ

て、望ましい交通体系の実現に取り組む。 

①交通利便性に優れた公共交通の充実 

②安全・快適な自転車環境の推進 

④自動車交通の円滑化 

⑤市民・交通事業者・行政との連携・協働による交通体系の実現 

③快適な歩行者ネットワークの整備 
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２ 公共交通整備の基本方針 
総合交通体系の考え方を踏まえ、公共交通整備の基本方針を以下のように設定する。 

 

 

・浦安駅・新浦安駅・舞浜の３駅を中心とした都市拠点や市民の生活・文化・交流拠

点を有機的に連携する公共交通軸を形成することにより、浦安市全体の一体性を高

めるとともに、市民の交流を促進することを目指す。 

 

 

■幹線公共交通軸の導入による都市構造イメージ

①拠点間の連絡強化による交流の活性化 
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■主要資源マップ図 
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・浦安市の公共交通のサービスレベルは一定水準にあるが、高齢化社会の進展など将

来の社会情勢の変化を考慮すると、より利便性や快適性の向上が求められる。この

ため、バス専用空間の導入による走行性の向上、浦安駅の交通結節機能の強化など、

公共交通機関相互の連携を図るための施設整備（ハード）とそれを活用するための

ソフト施策を効果的に組み合わせ、公共交通の機能をより高めることを目指す。 

 

（参考）公共交通の輸送効率性について 

■公共交通システムの輸送単位の一例 

 

 

 

 

 

 

■空間占有面積の対比 

 

 

 

 

 

 

出典：まちづくりと一体となった LRT 導入計画ガイダンス 

 

 

・高齢社会が進展する中で、マイカーを持たない人々などの移動制

約者に対して、安心して生活できる交通環境づくりを目指すため、

車両の低床化、同一ホームでの乗り継ぎなどバリアフリーに配慮

したシステムの導入を目指す。 

 

 

 

 

・自動車利用から公共交通への転換を促すことにより、二酸化炭素を

はじめとする環境負荷の低減を図る。 

・また、街並みとの調和やシンボル性など、景観に配慮したシステム

の導入を目指す。 

②公共交通の利便性をより高めるための施策の推進 

③バリアフリーに対応したシステムの導入 

④環境・景観に配慮したシステムの導入 

▲ バリアフリーな乗車口 
（富山ライトレール） 

▲市電軌道敷緑化による 
景観配慮（鹿児島市） 

※同じ人数を自動車、路線バス、
ＬＲＴのそれぞれで運ぶ場面
を想定したイメージの比較 
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３ 公共交通のあり方 

 
（１）幹線公共交通軸に求められる機能 

公共交通整備の基本方針を踏まえ、幹線公共交通軸に求められる機能を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通整備の基本方針 幹線公共交通軸に求められる機能 

①拠点間の連絡強化による

交流の活性化 

①速達性、定時性が高いシステム 

浦安駅または新浦安駅、舞浜駅など各拠点へ利用者

の利便性を高めるとともに、自動車から公共交通へ転

換を促すため、現行の路線バスに勝る速達性、定時性

を確保したサービスを提供することが望ましい。 

②シームレスなシステム 

公共交通利用の促進のためには、公共交通機関相互

の乗換え利便性を高めることが重要であるため、シー

ムレスな乗り継ぎを可能とする施設整備やソフト施

策を充実することが望ましい。 

④魅力的でシンボル性の高いシステム 

浦安駅周辺などのまちづくりを進めるための起爆

剤として、存在感・先進性があり、他公共交通機関と

の差別化が明確となるシステムが望ましい。 

⑤環境にやさしいシステム 

市内の移動を支える公共交通システムは、環境に配

慮したシステムが望ましい。 

②公共交通の利便性をより

高めるための施策の推進 

③バリアフリーに対応した

システムの導入 

④環境・景観に配慮したシス

テムの導入 
③乗りやすいシステム 

バリアフリーに対応した車両の低床化や、乗り心地

の良さなど安全・快適に利用できるシステムが望まし

い。 

幹線公共交通軸に上記機能が備わっている新たな

公共交通システムの導入が必要 
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（２）対象とするシステム 
① システムの種類 

幹線公共交通軸で導入するシステムとしては、拠点間の連絡強化による交流の活性化など

公共交通整備の基本方針の実現化を目指し、幹線公共交通軸に必要な機能等を発揮すること

が可能なシステムとして、利便性や定時性、速達性をあわせ持つＬＲＴ（専用軌道又は併用

軌道タイプ）及びＢＲＴ（道路専用タイプ）を対象とする。 

 

■システムの種類 

専用軌道又は併用軌道タイプ【ＬＲＴ】 道路専用タイプ【ＢＲＴ】 

鉄輪 ゴムタイヤトラム 連節バス ＣＩＶＩＳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ガイド方式 ２本のレール 中央１本レール 無し 無し 

動力 電気 電気（バッテリも可能） 内燃 内燃 

支持方式 鉄輪 ゴムタイヤ ゴムタイヤ ゴムタイヤ 

シ
ス
テ
ム
特
性 走行路 専用軌道又は併用軌道 専用軌道又は併用軌道 一般道路 一般道路 

定員(人) 70～300（連結） 70～300（連結） 129（連結） 75～150人（連結） 
輸送力 
(人／時間・片側) 

1,500～9,000 1,500～9,000 2,500～3,800 2,500～3,800 

最高速度(km/ｈ) 70 70 50 70 

最小半径(ｍ) 20～25 10.5 10 12 

輸
送
特
性 

最急勾配(％) ６ 13 ６ 13 

経
済
性 

キロ当たり 
建設コスト 
(億円/km) 

30～40億円 10～15億円   ―   ― 

国内及び海外での
導入状況 

・LRT（鉄輪タイプ）
は国内、海外で実
績は豊富。信頼性
は高い。 

・ゴムタイヤ（トラ
ンスロール）は国
内（堺）で2007年
に試験線を設置。
他のシステムを含
め海外では導入済
み。 

・海外で多数の実績
があり、信頼性は
高い。国内では、
千葉市幕張、藤沢
市湘南台、厚木市
で運行中。 

・海外で実績があり、
信頼性は高い。 

※輸送力は、時間 20～30 本として設定 

 

 

●ゴムタイヤトラム：ゴムタイヤ走行と鉄レール（センターレール）を案内軌条とする案内方式
を組み合わせた新しい公共交通システムで、軌道区間と一般道路上の両方を走行できる。 

●連節バス：２台以上のバス車両をつなげ１編成として走行するバスのこと。 

●ＣＩＶＩＳ：ゴムタイヤ走行と、非接触型の案内方式（光学式：道路上の白線を車載カメラで
読み取る光学指揮の案内方式）を組み合わせた新しい公共交通システムで、案内区間と一般
道路上の両方を走行できる。デザインは LRTと類似している。 



12 

 

② システムの特性 

幹線公共交通軸で導入する公共交通システムとしては、前項で設定した求められる機能と

事業性を考慮した上で、各システムの特性について整理する。 

 

■システムの特性 

専用軌道又は併用軌道タイプ【ＬＲＴ】 道路専用タイプ【ＢＲＴ】  

鉄輪 ゴムタイヤ 連節バス ＣＩＶＩＳ 
速達性、定
時性が発揮
できること 

◎ 

・専用軌道や部分的な立体化により高
速性を確保できる。 

◎ 

・専用レーンの設置などにより高速
性を確保できる。 

シームレス
なこと 

△ 

・鉄道との乗り継ぎでハード整備など
改良が必要。 

○ 

・LRTと比べて、整備量が小さい。 

乗りやすい
こと 

◎ 

・低床車両の導入によりバリアフリー
対応となり、低振動・低騒音で乗り
心地が良い。 

○ 

・低床車両によりバリアフリー対応
は可能となるが、LRTと比べて乗
り心地にやや欠ける。 

魅力的でシ
ンボル性が
高いこと 

◎ 

・シンボル性、先進性があり、インパ
クトが大きい。 

△ 

・公共交通軸が
視覚的に把握
しにくく、イ
ンパクトに欠
ける。 

◎ 

・シンボル性、
先 進 性 が あ
り、インパク
トが大きい。 

幹
線
公
共
交
通
軸
に
求
め
ら
れ
る
機
能
 

環境にやさ
しいこと 

◎ 

・動力が電気のため、ＣＯ２排出原単位
はＢＲＴと比べて小さい。 

△ 

・動力が内燃のため、ＣＯ２排出原
単位はＬＲＴと比べて大きい。 

道路交通へ
の影響 

△ 

・導入空間として６ｍ以上（複線）必
要であるため、車線数が２車線減少
するとともに、交差点の交通処理に
影響を与えるなど、自動車交通に与
える影響が大きい。 

○ 

・既存道路空間内でフレキシブルな
運行が可能で、LRTと比べて影響
は少ない。 

柔軟性 △ 

・軌道上を運行す
るため、柔軟な
運行ができな
い。 

○ 

・軌道区間と一般
道路上の両方を
走行できるた
め、柔軟な運行
が可能。 

◎ 

・道路上を運行
するため、柔
軟な運行が可
能。 

○ 

・案内区間と一
般道路上の両
方を走行でき
るため、柔軟
な 運 行 が 可
能。 

事
業
性
 

コスト面 △ 

・キロ当たり建設
コストが 30～
40 億円と大き
い。 

○ 

・鉄輪ＬＲＴと比
べて、小さい。 

◎ 

・軌道がないた
め、コストは
小さい。 

◎ 

・軌道がないた
めコストは小
さい。 

※「◎：適正度が高い」、「○：普通」、「△：適正度が低い」を示す。 
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（３）ルート案の設定 

① 想定されるルート案 

幹線公共交通システムのルート案としては、幹線公共交通軸の位置付けや、主要区間別の

導入空間の検討結果などから、次の案が考えられ、今後、これらの案を基本に導入可能性の

検討を進める。 

 

■幹線公共交通システムのルート案 

 浦安駅～海辺の

コアゾーン間 

新浦安駅 

～舞浜駅間 

浦安駅 

～舞浜駅間 

Ａ案：３つの幹線公共交通軸にＬＲＴ・Ｂ

ＲＴを導入したケース 
○ ○ ○ 

Ｂ案：浦安駅～海辺のコアゾーン間と、新

浦安駅～舞浜駅間にＬＲＴ・ＢＲＴを導

入したケース 

○ ○  

Ｃ案：浦安駅～海辺のコアゾーン間と、浦

安駅～舞浜駅間にＬＲＴ・ＢＲＴを導入

したケース 

○  ○ 

Ｄ案：浦安駅～海辺のコアゾーン間のみに

ＬＲＴ・ＢＲＴを導入したケース 
○   

 ※○：ＬＲＴ・ＢＲＴを導入する区間を示す。 
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４ 今後の検討課題の整理 
本調査では、市の現状や上位計画での位置付け等を踏まえ、総合交通体系に係る課題を明

らかにするとともに、これからのまちづくりを展開していく上で、総合交通体系の取組みの

考え方や公共交通整備に係る基本方針を設定した。さらに、基本方針を踏まえ、ＬＲＴを導

入した場合の基本的なルート案及び導入空間イメージなどを検討し、道路区間ごとの適合性

を評価した。 

その結果、実現性を考慮すると、ＬＲＴ・ＢＲＴのシステムの導入も含め、柔軟かつ段階

的な取組みが必要であると考えられる。このため、次年度においては、次の案を基本として、

需要や事業性などの観点から導入可能性の検討を進めることとしたい。 

これまでの検討を踏まえ、次年度以降に取り組むべき課題について整理する。 

 

（１）ＬＲＴ等を含む公共交通施策の検討 

① ＬＲＴ等を含む公共交通システムの施設整備、運行計画の検討 

本年度検討した検討ルート案を基に、運行に必要な施設整備、運行サービス水準（運行

時間帯や運行間隔など）などの運行計画を設定する。 

これらの条件をもとに、システムごとに概算の事業費を試算する。 

また、定時性・速達性向上のため、専用レーンの設置、ＰＴＰＳの導入、運賃収受方式

の工夫（チケットキャンセラー方式など）などについて、事例整理などを踏まえて導入の

必要性などを検討する。 

 

② 事業採算性の検討 

ＬＲＴ等を含む公共交通システムを導入した場合の概略の需要を、既存のデータなどを

もとに想定する。この際、事例調査などを活用して、潜在需要の発掘についても考慮する。 

また、①での運行計画を基に初期投資、ランニングコストを試算し、事業採算性を検討

する。 

なお、平成19 年10 月に「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」が施行された

ことにより、LRT 等に対する各種施策の充実が図られ、いわゆる「上下分離制度」に基

づく「公設民営」手法など、交通事業者のインフラ整備費用の負担軽減と安定経営の確保

を図る制度が導入された。このことを踏まえ、想定される事業スキームの効果、可能性な

どについても検討する。 

 

【検討ルート案】 

●Ａ案：３つの幹線公共交通軸にＬＲＴ・ＢＲＴを導入したケース 

●Ｂ案：浦安駅～海辺のコアゾーン間と、新浦安駅～舞浜駅間にＬＲＴ・ＢＲＴを導入したケース 

●Ｃ案：浦安駅～海辺のコアゾーン間と、浦安駅～舞浜駅間にＬＲＴ・ＢＲＴを導入したケース 

●Ｄ案：浦安駅～海辺のコアゾーン間のみにＬＲＴ・ＢＲＴを導入したケース 
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③ 段階的な取組みの検討 

シンボルロード以外の区間については、自動車交通への影響や、単線によるサービス低

下などの課題を抱えていることから、駅周辺でのまちづくりの整備状況、実現性などを考

慮した上で、段階的な取り組みについて検討する。 

 

④ 公共交通施策のあり方の検討 

上記の検討を踏まえ、今後、本市で取り組むべき公共交通施策、事業方式のあり方など

について検討する。 

 
（２）市民意向の把握 

公共交通の充実を図るためには、その利用者である市民の公共交通の利用状況（利用有無、

目的、頻度、行き先など）や、望まれている公共交通サービス水準（希望する行き先、運行

サービスなど）などを把握することが重要である。 

このため、市民の意向を把握し、公共交通施策の検討に反映することを検討する。 

 
（３）戦略的取組み方策の検討 

上記の公共交通施策の検討と市民意向の把握などをもとに、公共交通施策の効果や事業性

などを比較評価し、今後、本市の公共交通体系として整備を進めるべき施策を検討する。 

その際、公共交通機関本体の検討だけでなく、関連して実施する公共交通優先施策、交通

結節機能の強化策、あるいはモビリティ・マネジメントなどのソフト施策などを含めて、段

階的な取組みや同時一体的に実施すべき施策など、戦略的な取組み方策、手順などについて

検討する。 
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